





















































































































































































































































































































































































































は 1 年以内，建物については 3 箇月以内，動
産については 1 箇月以内に，その更新をしな
ければならない。
賃貸借の存続期間
①
　賃貸借の存続期間は，更新することができ
る。ただし，その期間は，更新の時から20年
を超えることができない。
②
　賃貸借の存続期間は，20年を超える
ことができない。契約で，これより長
い期間を定めたときであっても，その
期間は，20年とする。
民法の流れ図
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第 2款　賃貸借の効力
第605条
不動産賃貸借の対抗力
　不動産の賃貸借は，これを登記したとき
は，その後，その不動産について物権を取
得した者にたいしても，その効力を生ずる。 ⑴
148
流経法学　第19巻 第 1号
⑴　土地の賃借人をＡ，賃貸人をＢとする。甲斐道太郎ほか・新民法概説
⑵債権・第 3版235頁以下を参照した。図の中で，ＡＢ間の賃料の支払
いについての債務関係は省略した。
「はい」
「土地を
売る」
「買う」
「建物の所有のため
土地を賃貸借して」
Ａが自己の
建物を建てた。
Ａが土地の
賃貸借を登記。
「土地を引き渡せ。
建物を除去せよ」
Ａ
Ｂ
売買契約
所有権
土地 賃貸借契約
債務
債権
建物
所有権
Ａ
Ｂ Ｃ
Ａ
Ｃ
登記
登記
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第606条
第607条
賃貸人の負う賃貸物の修繕義務など
　賃貸人は，賃貸物の使用および収益に
必要な修繕をする義務を負う。
　賃貸人が賃貸物の保存に必要な行為を
しようとするときは，賃借人は，これを
拒むことができない。
①
②
賃借人の意思に反する保存行為
　賃貸人が，賃借人の意思に反して，保存行
為をしようとする場合において，そのために
賃借人が賃借をした目的を達することができ
なくなるときは，賃借人は，契約の解除をす
ることができる。
150
流経法学　第19巻 第 1号
第608条
賃借人の有する費用の償還請求権
　賃借人は，賃借物について賃貸人の負担に
属する必要費を支出したときは，賃貸人にた
いし，ただちに，その償還を請求することが
できる。
　賃借人が，賃借物について，有益費を支
出したときは，賃貸人は，賃貸借の終了の
時に，第196条，第 2項の規定にしたがい，
その償還をしなければならない。ただし，
裁判所は，賃貸人の請求により，その償還
について相当の期限を許与することができ
る。
①
②
民法の流れ図
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第609条
第610条
減収による賃料の減額請求権
　収益を目的とする土地の賃借人は，不可抗
力によって賃料より少ない収益を得たとき
は，その収益の額に至るまで，賃料の減額を
請求することができる。ただし，宅地の賃貸
借については，この限りでない。
減収による解除権
　前条の場合において，同条の賃借人は，
不可抗力によって，引き続き，2年以上，
賃料より少ない収益を得たときは，契約
の解除をすることができる。
152
流経法学　第19巻 第 1号
第611条
賃借物の一部滅失による賃料の減額請求権など
①
　前項の場合において，残存する部分
のみでは賃借人が賃借をした目的を達
することができないときは，賃借人は，
契約の解除をすることができる。
②
　賃借物の一部が，賃借人の過失によら
ないで滅失したときは，賃借人は，その
滅失した部分の割合におうじて，賃料の
減額を請求することができる。
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第612条
賃借権の譲渡および転貸の制限
　賃借人は，賃貸人の承諾を得なければ，
その賃借権を譲り渡し，または賃借物を
転貸することができない。
①
②
　賃借人が，前項の規定に違反して，第三
者に賃借物の使用または収益をさせたとき
は，賃貸人は，契約の解除をすることがで
きる。
⑴
154
流経法学　第19巻 第 1号
⑴　賃借人をＡ，賃貸人をＢとする。以下，賃借権の譲渡のばあい，譲受
人をＣとする。賃借物の転貸のばあい，転借人をＤとする。甲斐道太郎
ほか・新民法概説⑵債権・第 3版234頁以下を参照した。
〔賃借権の譲渡〕
「はい」
「賃貸借して」
Ａ
Ｂ
債務関係賃貸借契約
ＡがＣへ
賃借権を
譲渡。
Ｂが承諾。
所有権
建物
債権債務
債務
Ａ
Ｂ
債権
（賃借権）
「はい」「賃借権を
譲渡して」
Ｃ
債務関係
債権債務
債務
Ｃ
Ｂ
債権
（賃借権）
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〔賃借物の転貸〕
「はい」
「賃貸借して」
Ａ
Ｂ
債務関係賃貸借契約
ＡがＤへ
賃借物を
転貸。
Ｂが承諾。
所有権
建物
債権債務
債務
Ａ
Ｂ
債権
（賃借権）
「はい」「賃借物を
転貸して」
Ｄ
賃貸人
債務関係 ＡとＤは債務関係。ＢとＤも債務関係。
債権
債権 債務
債務
債務
債務
債務 債権（転借権）
債権
（賃借権）
賃借人
（転貸人）
転借人Ａ
Ｂ
Ｄ
建物（転借物）
156
流経法学　第19巻 第 1号
第613条
第614条
転貸の効果
①
　前項の規定は，賃貸人が，賃借人
にたいして，その権利を行使するこ
とを妨げない。
②
　賃借人が，適法に賃借物を転貸した
ときは，転借人は，賃貸人にたいして，
直接に義務を負う。この場合において
は，賃料の前払をもって，賃貸人に対
抗することができない。
賃料の支払い時期
　賃料は，動産，建物および宅地については
毎月末に，その他の土地については毎年末に，
支払わなければならない。ただし，収穫の季
節があるものについては，その季節の後に，
遅滞なく支払わなければならない。
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第615条
第616条
賃借人の通知義務
　賃借物が修繕を要し，または賃借物につい
て権利を主張する者があるときは，賃借人は，
遅滞なく，その旨を賃貸人に通知しなければ
ならない。ただし，賃貸人が，すでに，これ
を知っているときは，この限りでない。
使用貸借の規定の準用
　第594条，第 1項（借主による使用および
収益），第597条，第 1項（借用物の返還の
時期）および第598条（借主の収去権）の規
定は，賃貸借について準用する。
158
流経法学　第19巻 第 1号
第 3款　賃貸借の終了
第617条
期間の定めのない賃貸借の解約の申入れ
①
　 収穫の季節がある土地の賃貸借につ
いては，その季節の後，つぎの耕作に
着手する前に，解約の申入れをしなけ
ればならない。
②
　当事者が，賃貸借の期間を定めなかっ
たときは，各当事者は，いつでも解約
の申入れをすることができる。この場
合においては，つぎの各号に掲げる賃
貸借は，解約の申入れの日から，それ
ぞれ当該各号に定める期間を経過する
ことによって終了する。
一　土地の賃貸借　 1年
二　建物の賃貸借　 3箇月
三　動産および貸席の賃貸借　 1日
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第618条
期間の定めのある賃貸借の解約をする権利の留保
　当事者が，賃貸借の期間を定めた場合で
あっても，その一方または双方が，その期間
内に解約をする権利を留保したときは，前条
の規定を準用する。
160
流経法学　第19巻 第 1号
第619条
賃貸借の更新の推定など
①
　従前の賃貸借について，当事者が担
保を供していたときは，その担保は，
期間の満了によって消滅する。ただし，
敷金については，この限りでない。
②
　賃貸借の期間が満了した後，賃借人が
賃借物の使用または収益を継続するばあ
いにおいて，賃貸人が，これを知りなが
ら異議を述べないときは，従前の賃貸借
と同一の条件で，さらに賃貸借をしたも
のと推定する。この場合において，各当
事者は，第617条の規定により，解約の
申入れをすることができる。
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第620条
第621条
第622条　削除
賃貸借の解除の効力
　賃貸借の解除をしたばあいには，その解除
は，将来に向かってのみ，その効力を生ずる。
この場合において，当事者の一方に過失が
あったときは，その者にたいする損害賠償の
請求を妨げない。
損害賠償および費用の償還の請求権についての期間の制限
　第600条（使用借主の損害賠償および費用
の償還の請求権についての期間の制限）の規
定は，賃貸借について準用する。
